
　腰痛の最近の世界的な研究によると，2020 年では 6.19 億人のヒトが罹患し，2050 年には 8.32
億人に増加することが報告されている。罹患年齢では男女ともに50～54歳が最も多い。比率では
高齢になるほど高くなり，80 歳前後でピークとなる。先進国ほど腰痛の頻度が高く，それに費や
される医療費も同様で，米国，日本がトップクラスである。そのため，腰痛の機序や治療を低コ
ストで行わなければならない試みがなされ，多くの論文が執筆されている。
　慢性腰痛患者へのブロック注射から得られた知見からは，疼痛発生部位の可能性として，椎間
板 39～41％，椎間関節 15～32％，仙腸関節 13～18.5％と報告された。年齢分布では，椎間板性腰
痛は椎間関節，仙腸関節由来より低いとされ，36～47 歳と考えられている。腰痛の機序でフォー
カスが当たっているのが比較的若い年代の椎間板と，Modic 変性，高齢者後弯による筋肉の脂肪
化，減少による腰痛である。Modic 変性に関しては本稿を参考にしていただきたい。
　椎間板性腰痛の症状として，前屈時の腰痛悪化がその指標とされる。椎間板腰痛の理学所見は
どのようなものであろうか？　当院で椎間板性腰痛と診断され，固定手術を施行された 87 名を対
象に調査した。術前と比較して60％以上の改善が得られた患者群をおおむね成績良好とし椎間板
性腰痛と仮定し，後ろ向きに術前の臨床症状を検討した。腰痛の性状として常時腰痛 90％，立位
腰痛増強 35％，座位腰痛増強 65％，前屈時増強 65％，後屈時増強 35％であり，多彩な症状を呈
することが判明した。一方で骨粗鬆症，筋減少による変形を中心とした腰痛，身体能力の低下は
近年増加の一途をたどる，低ビタミン D 血症，低骨量，低筋量，腰痛各々の因子の相関が報告さ
れている。腰痛を認める後弯は骨粗鬆症，骨質低下との合併が多く，インピーダンス法を用いた
2,000 名以上の検討では，後弯，低骨量，骨質低下，体幹筋量，四肢筋量の低下は強い正の相関を
認め，体幹筋量の低下は腰痛と相関した。以上を踏まえ，腰痛の診断と治療はまだまだ不明の点
は多く，今後さらなる検討が必要であろう
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